
別紙１       平成２５年度学校運営計画書 

 

学校名  宮小学校           校長名  谷田 幸雄    作成日 平成２５年 ５月 ２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本

年

度

の

重

点

目

標 

・一人一人の子どもを深く見つ

める 

・学校からの情報を積極的に発

信し、地域の方々に関心を持

ってもらう。 

・地域に学校を開く。 

・保護者との連携を深める。 

・危機管理の意識を地域の方々

と共に深める。 

・子どもの心をたがやす 

 

・人権意識を高める。 

 ・心に残る道徳の授業を進め

る。 

 ・生活指導の徹底を図る。 

 ・うちどくの推進を図る。 

 ・心が豊かになる文学教材に

親しむ。 

 ・学校環境の整備に取り組む。 

 

・「授業」で子どもを鍛える 

 ・学ぶこと、わかる楽しさを

教え確かな学力を身につ

けさせる。 

 ・授業を工夫する。 

 ・聞く姿勢を育てる。 

 ・学びあえる学級集団、学習

集団づくりに力を入れる。 

 

 

 

 

目

標

達

成

に

向

け

た 

具

体

的

方

策 

・子どもを応援する視点で見つ

める。 

・特別支援教育に対する保護者

への理解を図る。 

・「学校便り、学年便り等」を

紙ベースだけでなくホーム

ページに掲載し地域の方々

に公開していくと共に、直接

届けることにより地域の声

を聞き、反映させる。 

・地区懇談会を地域・保護者・

学校が一体となってすすめ

る。 

・地域の人材を活用させて頂

く。 

・同和・人権教育の授業を児童

と保護者啓発のため年間に位

置づける。 

・いじめを許さないという指導

の徹底を学年に応じて指導し

ていく。 

・黄色帽子の着用、トイレのス

リッパ、あいさつ、基本的な

生活習慣の指導を学校全体で

徹底する。（おはようございま

す。ありがとう。ごめんなさ

い。等のあいさつの徹底） 

・道徳の授業を充実させる。 

うちどくをすすめる。 

・心が落ち着き和むよう環境整

備に心がける。 

・基礎学力テストや学力学習状

況調査の結果などを指導に

生かしていく。 

・ICTを活用し、授業の効率化

を図る。 

・「筋道を立てて考え、論理的

に表現する力の育成」をテー

マとして授業研究を進め、教

師の授業力を高める。 

・読書タイムの徹底により、読

む力や集中力をつける。 

・校内での暗唱大会や暗唱の指

導を国語力の向上のために

生かす。 

・聞く態度、姿勢を大切にする。 

学校教育目標 

心身共にたくましく、明日の社会を築く、創造性豊かな子どもの育成 

育てたい子ども像 

心身共に明るく健康でたくま

しい子 

開かれた学校 ゆたかな心 確かな学力 

 

心が豊かでやさしい子 

 

向上心を持ってがんばる子 


